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第
３
次
西
桂
町
友
好
代
表
団

第
３
次
西
桂
町
友
好
代
表
団 

    

「
桂
林
市
霊
川
県
」
を
訪
問

「
桂
林
市
霊
川
県
」
を
訪
問  

 ＊ 

中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
…
中
国
と
世
界
の
友
好
関
係
を
総
括
す
る
機
関  

＊ 

桂
林
市
人
民
政
府
…
…
日
本
で
い
え
ば
、
県
庁
に
相
当
す
る
機
関  

＊ 

霊
川
県
人
民
政
府
…
…
日
本
で
い
え
ば
、
市
役
所
に
相
当
す
る
機
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第
３
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西
桂
町
友
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代
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「
桂
林
市
霊
川
県
」
を
訪
問  

       

　
町
で
は
、
活
き
活
き
と
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
の
香
る
ま
ち
づ

　
町
で
は
、
活
き
活
き
と
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
の
香
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
の
ご
指
導
に

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
の
ご
指
導
に

よ
り
、
「
桂
」
の
字
を
共
に
地
名
に
有
し
、
互
い
に
水
と
山
を
ス
ロ

よ
り
、
「
桂
」
の
字
を
共
に
地
名
に
有
し
、
互
い
に
水
と
山
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
す
る
中
国
の
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
あ
り
ま
す
桂
林
市

ー
ガ
ン
と
す
る
中
国
の
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
あ
り
ま
す
桂
林
市

に
定
め
、
近
き
将
来
に
は
友
好
を
結
び
、
研
修
生
、
留
学
生
の
受
け

に
定
め
、
近
き
将
来
に
は
友
好
を
結
び
、
研
修
生
、
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
始
め
と
し
て
多
面
的
に
わ
た
る
交
流
を
実
施
し
て
い
き
た
い

入
れ
を
始
め
と
し
て
多
面
的
に
わ
た
る
交
流
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
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今
年
度
は
、
町
内
よ
り
参
加
者
を
募
り
、
総
勢

　
今
年
度
は
、
町
内
よ
り
参
加
者
を
募
り
、
総
勢
21
名
に
よ
り
第
３

名
に
よ
り
第
３

次
西
桂
町
友
好
代
表
団
（
団
長
・
前
田
勝
弘
町
長
）
を
結
成
し
、

次
西
桂
町
友
好
代
表
団
（
団
長
・
前
田
勝
弘
町
長
）
を
結
成
し
、
11

月
12
日
（水）（水）
よ
り
よ
り
16
日
（日）（日）
ま
で
の
４
泊
５
日
間
、
中
国
の
桂
林
市
人
民

ま
で
の
４
泊
５
日
間
、
中
国
の
桂
林
市
人
民

政
府
（
桂
林
市
）
及
び
霊
川
県
共
産
党
委
員
会
（
霊
川
県
）
を
表
敬

政
府
（
桂
林
市
）
及
び
霊
川
県
共
産
党
委
員
会
（
霊
川
県
）
を
表
敬

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。  

　
霊
川
県
人
民
政
府
の
表
敬
訪
問
で
は
、

　
霊
川
県
人
民
政
府
の
表
敬
訪
問
で
は
、
�
廷
春

�
廷
春
書
記
他

書
記
他
20
名
の
名
の

県
幹
部
職
員
に
出
迎
え
ら
れ
、
熱
烈
的
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
　

県
幹
部
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に
出
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え
ら
れ
、
熱
烈
的
な
歓
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を
受
け
ま
し
た
。
　

書
記
よ
り
、
霊
川
県
と
西
桂
町
は
産
業
・
文
化
・
芸
術
な
ど
多
岐
の

書
記
よ
り
、
霊
川
県
と
西
桂
町
は
産
業
・
文
化
・
芸
術
な
ど
多
岐
の

分
野
に
わ
た
っ
て
、
広
く
お
互
い
に
交
流
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

分
野
に
わ
た
っ
て
、
広
く
お
互
い
に
交
流
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

互
い
に
発
展
す
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
遠
く
に

互
い
に
発
展
す
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
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は
遠
く
に

は
な
れ
て
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て
も
心
は
通
じ
て
お
り
ま
す
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両
町
県
民
の
友
情
は
ま

は
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て
も
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は
通
じ
て
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ま
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両
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民
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。
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挨
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が
あ
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ま
し
た
。
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し
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覚
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の
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県

　
友
好
交
流
覚
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印
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は
、
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後
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町
と
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林
市
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と
の
交
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を
推
進
す
る
た
め
の
約
束
事
に
つ
い
て
、
覚
書
を
取
り
交

と
の
交
流
を
推
進
す
る
た
め
の
約
束
事
に
つ
い
て
、
覚
書
を
取
り
交

わ
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ま
し
た
。
ま
た
、
霊
川
県
の
小
学
校
、
体
育
館
、
博
物
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、
優

わ
し
ま
し
た
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ま
た
、
霊
川
県
の
小
学
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、
体
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館
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博
物
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優
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企
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を
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た
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ま
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良
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業
を
見
学
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し
ま
し
た
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桂
林
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よ
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春
に
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し
た
い
意
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が
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り
、
町
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及
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よ
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が
あ
り
、
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と
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ま
し
て
も
、
第
４
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第
５
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と
訪
中
を
重
ね
、
相
互
の
理
解

と
し
ま
し
て
も
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第
４
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・
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５
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と
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中
を
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、
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互
の
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解
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友
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を
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と
考
え
て
お
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ま
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深
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友
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た
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と
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ま
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桂
林
市
は
広
西
チ
ワ
ン
自
治
区
の
東
北
に
位
置
し
、
風
景
と
歴
史

文
化
古
城
と
し
て
世
界
的
に
名
を
馳
せ
、
ま
た
、
中
国
南
西
地
区
の

重
要
な
交
通
中
枢
と
航
空
拠
点
で
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。 

　
世
界
唯
一
無
二
熱
帯
溶
岩
で
で
き
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な
山
々
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山
水
画
の

よ
う
に
美
し
く
、
水
が
澄
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い
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古
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よ
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「
桂
林
山
水

甲
天
下
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の
美
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界
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人
々
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現
在
年
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観
光
客
は
、
国
内
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約
８
０
０
万
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中
国
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も

っ
と
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光
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一
つ
で
す
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概
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９
７
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８
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６
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熱
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０
０
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２
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３
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よ
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よ
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独
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桂
林
市
及
び
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よ
り
来
春
に
訪
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意
向
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あ
り
、
町

と
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も
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シ
ョ
ウ
テ
イ
シ
ュ
ン 

桂
林
市
概
況 

霊
川
県
概
況 

桂
林
市
概
況 

霊
川
県
概
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霊
川
県
は
、
桂
林
市
12
区
・
５
県
に
属
し
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治

区
の
東
北
部
に
位
置
し
、
桂
林
市
か
ら
14
キ
ロ
、
空
港
よ
り
45
キ
ロ

の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。  

　
人
口
は
35
・
１
万
人
、
19
の
少
数
民
族
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
総

面
積
２
２
５
７
・
１
９
平
方
キ
ロ
、
森
林
面
積
は
そ
の
64
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
霊
川
県
は
農
業
大
県
と
知
ら
れ
、
主 

な
特
産
品
は
、
孟
宗
竹
、
銀
杏
、
椎
茸
、 

密
柑
な
ど
が
あ
り
、
自
治
区
ひ
い
て
は 

中
国
国
内
の
食
料
基
地
と
な
っ
て
お
り 

ま
す
。
他
に
新
た
に
取
り
入
れ
た
品
種 

と
し
て
、
苺
、
枇
杷
、
山
桃
、
葡
萄
の 

栽
培
も
一
定
の
規
模
に
な
っ
て
き
ま
し 

た
。
ま
た
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
一 

の
生
花
栽
培
の
基
地
と
し
て
有
名
で
す
。 

　
工
業
は
、
主
に
市
直
轄
、
県
直
轄
、 

郷
直
轄
の
３
種
類
が
あ
り
、
代
表
的
な 

工
場
は
、
鉄
合
金
工
場
、
コ
ン
ク
リ
ー 

ト
工
場
、
鉱
山
機
械
工
場
、
製
薬
工
場
、 

化
学
肥
料
工
場
で
す
。 

　
観
光
の
地
理
条
件
が
す
ば
ら
し
く
、 

主
な
見
ど
こ
ろ
は
風
景
秀
麗
な
水
上
楽 

園
、
狩
り
、
レ
ジ
ャ
ー
勝
地
の
青
獅
タ 

ン
風
景
区
、
龍
岩
、
仏
塔
岩
、
公
平
像 

及
び
気
宇
壮
観
な
古
東
の
滝
な
ど
で
す
。 
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町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
第
25
回

町
民
文
化
祭
が
、
11
月
３
日
･
４
日

の
２
日
間
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
の
発
表
の
部
で
は
、
文
化
協

会
詩
吟
部
を
は
じ
め
と
す
る
７
部
総

勢
１
５
０
名
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

と
し
て
舞
踊
・
歌
謡
等
の
53
演
目
を

発
表
し
、
会
場
内
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。

前
庭
で
は
、
協
賛
団
体
に
よ
る
露

店
や
バ
ザ
ー
、
三
ツ
峠
太
鼓
ア
ー
ク

保
存
会
飛
女
龍
に
よ
る
太
鼓
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
さ
に
色
を

添
え
ま
し
た
。

２
階
で
は
文
化
協
会
部
員
や
町
民

等
延
べ
約
５
０
０
人
か
ら
出
展
さ
れ

た
絵
画
や
写
真
な
ど
約
８
０
０
作
品

が
飾
ら
れ
、
ま
た
、
茶
道
部
の
呈
茶

も
お
こ
な
わ
れ
、
来
場
者
を
目
や
耳
、

舌
な
ど
で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
町
民
文
化
祭
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
や
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、

町
文
化
協
会
会
員
一
同
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
協
会
文
化
功
労
者

加
藤
　
久
子

俳
句
大
会
（
運
坐
11
月
５
日
）

町

長

賞
　
　
　
小
林
　
徂
春

議

長

賞
　
　
　
三
浦
　
初
美

教
育
長
賞
　
　
　
永
田
　
梅
子

文
化
協
会
長
賞
　
新
田
　
瑩
泉

運
座
の
部
　
　
　
小
林
　
徂
春

町
民
囲
碁
大
会
（
10
月
26
日
）

Ａ
級
優
勝
　
　
　
山
本
　
頼
次

準

優

勝
　
　
　
宮
下
　
利
次

第

３

位
　
　
　
宮
下
　
友
義

Ｂ
級
優
勝
　
　
　
高
根
　
　
稔

準

優

勝
　
　
　
高
島
　
　
光

第

３

位
　
　
　
川
村
　
吉
則

町
民
将
棋
大
会
（
10
月
26
日
）

優
　
　
勝
　
　
　
加
藤
　
康
人

準

優

勝
　
　
　
勝
俣
　
卓
也

第

３

位
　
　
　
堀
内
　
高
男

第
25
回
西
桂
町
民
文
化
祭
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
　
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

３
階
　
大
会
議
室

甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４

☎
０
５
５(

２
３
１)

１
９
５
１

事
前
予
約

当
日
受
付
も
あ
り
ま
す
が
、
事
前

予
約
者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

予
約
受
付
開
始
日

平
成
15
年
11
月
１
日

９
時
〜
５
時

予
約
電
話

東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会

☎
０
５
５(

２
３
３)

１
３
１
８

※
予
約
の
際
に
は
相
談
内
容
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

大
月
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
還
付
申
告
書
は
、
１
月
５
日
か
ら

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
方
で
、
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
、
又
は
年
の
途
中
で
退
職
し
て
年

末
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
な

ど
は
、
源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受

け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

[

た
だ
し
、
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
等
）
は
、
税
務
署

で
は
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
書
は
郵

送
又
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き
ま

納
税
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税

☆
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
固

定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
新
増
築
を
し

た
場
合
な
ど
は
、
各
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

☆
新
年
度
の
固
定
資
産
税
（
家
屋
）

を
課
税
す
る
た
め
に
、
今
年
新
築
あ

る
い
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
対
し
、

総
務
大
臣
の
定
め
た
固
定
資
産
評
価

基
準
に
よ
っ
て
固
定
資
産
の
価
格
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
12

月
末
ま
で
に
対
象
家
屋
の
調
査
に
参

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

軽
自
動
車
税

引
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が
変
わ

る
場
合
、
自
分
の
所
有
す
る
バ
イ
ク

や
自
動
車
も
変
更
届
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

お
問
合
せ
先

西
桂
町
役
場
総
務
課
税
務
係

無
料
な
ん
で
も

合
同
法
律
相
談
会

主
　
催

山
梨
県
九
士
会
協
議
会

日
　
時

平
成
15
年
12
月
６
日
（土）

午
前
の
部
　
10
時
〜
12
時

午
後
の
部
　
１
時
〜
４
時

特
設
人
権
相
談
所

人
権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
次

の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
難
し

い
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
　
時
　
12
月
10
日
（水）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

相
談
員

小
林
　
栄
明
（
柿
園
）

甲
府
地
方
事
務
局
都
留
市
局
長

お
問
合
せ
先

総
務
係
　
小
山

納
期
限
内
納
付
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

税
務
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
。

〜
納
め
忘
れ
の
あ
る
町
税
の
収
納
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
〜

１.

平
日
戸
別
徴
収
の
強
化

毎
週
木
曜
日

（
12
／
４
・
12
／
11
・
12
／
18
・

12
／
25
）

２.

休
日
滞
納
整
理
実
施

12
月
13
日
（土）
・
14
日
（日）

３.

早
朝
・
夜
間
電
話
催
告
実
施

※
普
段
連
絡
が
と
れ
な
い
人

４.

休
日
収
納
窓
口
の
開
設

12
月
21
日
（日）

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

※
当
日
は
休
日
で
す
が
、
役
場
に
お

い
て
納
税
が
可
能
で
す
。

町
税
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
自

主
的
に
納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ

く
の
が
原
則
で
す
。
納
期
限
内
に
納

め
て
い
な
い
人
が
い
る
と
、
す
で
に

納
め
て
い
る
人
と
の
公
平
を
か
く
ば

か
り
で
は
な
く
、
町
の
財
政
運
営
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

公
平
を
期
し
て
滞
納
者
に
は

処
分
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
税
負
担
の
公
平
と
税
収
の

確
保
の
た
め
納
付
に
誠
意
が
み
ら
れ

な
い
滞
納
者
に
は
、
や
む
を
得
ず
財

産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
与
等
）

の
差
し
押
さ
え
や
公
売
な
ど
、
法
に

基
づ
い
た
滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
ご

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税

務
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
税
証
明
書
発
行

納
税
証
明
書
は
、
確
か
に
納
税
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
税
金
の
納
税
を
怠
っ
て
い
る
と

発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
定
期
的
な

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

町
か
ら
の

お
知
ら
せ

総
　
務
　
課

す
。]

☆
申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
に
つ
い

て
は
、
郵
送
で
の
ご
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書(

控)

を
同
封
さ
れ

る
方
は
、
切
手
を
貼
付
し
、
宛
先
を

記
入
し
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
得
税

の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
！

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
所

得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
を
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

申
告
書
を
正
し
く
出
力
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用

○
プ
リ
ン
タ
ー
の
設
定
の
確
認
（
画

面
の
指
示
に
従
っ
て
確
認
）

○
印
刷
後
に
正
し
く
印
刷
で
き
た
か

の
確
認
（
画
面
の
指
示
に
従
っ
て

確
認
）

○
印
刷
す
る
用
紙
は
、
Ａ
４
普
通
紙

（
Ｐ
Ｐ
Ｃ
用
紙
又
は
Ｏ
Ａ
共
用
紙
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。(

イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
専
用
紙
は
使
わ
な
い
で

下
さ
い
。）

[

ア
ド
レ
ス]

h
ttp
：
//w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ

収
集
の
お
知
ら
せ

粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
　
時

平
成
15
年
12
月
14
日
（日）

場
　
所

下
暮
地
尾
尻
町
有
地

時
　
間

午
前
９
時
か
ら
12
時

午
後
１
時
か
ら
３
時

注
意
事
項

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
４
品

目(

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
）
は
、
町
で
は
収
集
い
た
し

ま
せ
ん
。
買
替
え
な
ど
で
不
用
と
な

っ
た
製
品
の
処
理
は
販
売
店(

購
入

し
た
店)

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
平
成
15
年
10
月
か
ら
家
庭
系

パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が

変
わ
り
ま
し
た
。
使
用
済
み
パ
ソ
コ

ン
の
排
出
は
購
入
し
た
メ
ー
カ
ー
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
町
で

は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ド
な
ど
は
分
解
し

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

は
６
等
分
に
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。搬

入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

処
理
困
難
ゴ
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
金
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
配

付
し
ま
し
た
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
　
環
境
係

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

大
き
な
ご
み
の
減
量
に

ご
み
減
量
化
県
民
運
動

「
や
ま
な
し
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
」

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
か
ら
、
県
民
、
事
業

者
自
ら
が
「
で
き
る
こ
と
」、「
す
で

に
行
っ
て
い
る
こ
と
」
を
選
択
し
、

そ
の
実
践
を
社
会
に
向
け
て
宣
言
、

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者

宣
言
は
、
本
県
に
在
住
又
は
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

宣
言
は
個
人
単
位
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
例
え
ば
、
ご
家
庭
で
は
、
宣

言
・
取
り
組
み
項
目
と
登
録
用
紙
を

必
要
分
コ
ピ
ー
し
て
、
家
族
そ
れ
ぞ

れ
が
宣
言
・
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
入
手

宣
言
項
目
と
宣
言
登
録
用
紙
を
掲

載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
役
場
住

民
福
祉
課
環
境
係
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
申
し
込
み

自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
宣
言

項
目
、
取
り
組
み
項
目
を
選
択
し
ま

す
。
選
択
し
た
項
目
数
と
必
要
事
項

を
「
宣
言
登
録
用
紙
」
に
記
入
し
、

役
場
住
民
福
祉
課
環
境
係
に
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

実
践日

々
の
暮
ら
し
の
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
宣
言
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
の
エ
コ
ラ
イ
フ
宣
言
と
そ
の

実
践
で
ご
み
減
量
の
環
（
わ
）
が
全

県
に
広
が
り
ま
す
。

追
加
宣
言

宣
言
登
録
後
、
さ
ら
に
多
く
の
項

目
を
実
践
し
て
い
く
と
き
は
、
追
加

宣
言
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
申
込
み
先

住
民
福
祉
課
環
境
係

運
動
全
体
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

県
庁
環
境
活
動
推
進
課

☎
０
５
５(
２
２
３)

１
５
０
６

老
人
医
療
費
の
減
額
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

〇
老
人
医
療
受
給
者
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
交
付
さ
れ
、
医
療
機
関
に
提

示
す
る
と
、
医
療
費
一
部
負
担
限
度

額
お
よ
び
入
院
時
食
事
療
養
費
が
減

額
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

低
所
得
者
Ⅱ

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
人

(

年
収
例)

･
単
身
世
帯
の
場
合(

年
金
収
入
の

み)：

約
２
６
７
万
円
以
下

低
所
得
者
Ⅰ

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
っ
て
、
そ
の
世
帯
の
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
人
。

(

年
収
例)

･
単
身
世
帯
の
場
合(

年
金
収
入
の

み)：

約
65
万
円
以
下

･
夫
婦
二
人
世
帯
の
場
合(

年
金
収

入
の
み)：

約
１
３
０
万
円
以
下

※
直
近
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
る
と
長
期
入
院
該
当
者
に
な

り
ま
す
。

注
意
点

･
申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日

か
ら
減
額
で
き
ま
す
。

･
毎
年
７
月
31
日
ま
で
の
期
限
で
す

の
で
、
毎
年
８
月
か
ら
新
た
に
認

定
申
請
が
必
要
で
す
。

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
事
業
の

変
更
に
つ
い
て(

お
し
ら
せ
）

県
で
は
、
今
年
度
も
心
身
障
害
者

が
使
用
す
る
自
家
用
自
動
車
の
燃
料

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
平
成
15

年
度
に
限
り
、
助
成
の
対
象
期
間
を

平
成
15
年
３
月
〜
平
成
15
年
12
月
ま

で
の
10
か
月
間
に
変
更
し
ま
す
。
な

お
、
申
込
書
の
受
付
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
で
手
続

を
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
都
合
で

来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
平
成
16
年

１
月
23
日
（金）
必
着
で
郵
送
も
受
付
け

し
ま
す
。

・
申
込
書
受
付
日

平
成
16
年
１
月
９
日
（金）

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
番
地
１
）

平
成
16
年
１
月
13
日
（火）

富
士
吉
田
合
同
庁
舎

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
―
２
―
５
）

平
成
16
年
１
月
14
日
（水）
及
び

平
成
16
年
１
月
21
日
（水）

住
民
福
祉
課

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

入院時の医療費
自己負担限度額

入院時の
食事療養

長期入院
該当者

低所得Ⅰ 15,000円

24,600円

300円

650円

300円

500円低所得Ⅱ
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

（
都
留
市
中
央
３
―
９
―
３
）

平
成
16
年
１
月
23
日
（金）

大
月
保
健
所

（
大
月
町
花
咲
１
６
０
８
番
地
３
）

・
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
問
合
わ
せ
先
及
び
申
込
書
郵
送
先

大
月
市
大
月
町
花
咲
１
６
０
８
番
地
３

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

☎

０
５
５
４(

22)

７
８
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５
４(

22)

７
８
２
８

あ
な
た
の
戸
籍
を
守
る
た
め

届
出
の
際
本
人
確
認

が
始
ま
り
ま
す
！

こ
れ
は
、
虚
偽
の
戸
籍
届
出
を
防

止
す
る
為
に
、
役
場
窓
口
で
本
人
確

認
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の

で
す
。

＊
本
人
確
認
の
必
要
性

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と
の
婚
姻
届

や
養
子
縁
組
届
が
出
さ
れ
る
な
ど
虚

偽
の
戸
籍
の
届
出
が
さ
れ
、
戸
籍
に

事
実
と
異
な
る
記
載
が
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
発
生
・
発
覚
し
、
社
会
的

な
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
多
く
な
る
に

つ
れ
て
、
実
際
に
虚
偽
の
届
出
が
さ

れ
て
し
ま
っ
た
戸
籍
を
元
に
戻
し
て

ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
昨
年
12
月
に
戸
籍
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
不
実
記

載
の
痕
跡
の
な
い
戸
籍
を
再
製
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。し

か
し
、
こ
の
戸
籍
法
の
改
正
は
、

事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
後
の
回

復
策
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、
こ

れ
と
は
別
の
方
策
が
必
要
と
な
り
、

届
出
の
際
、
本
人
確
認
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

＊
本
人
確
認
の
内
容

①
届
書
持
参
者
に
対
す
る
本
人
確
認

の
実
施

原
則
と
し
て
、
市
町
村
の
戸
籍
届

出
窓
口
に
お
い
て
、
届
書
を
持
参
し

た
人
か
ら
、
顔
写
真
の
身
分
証
明
書

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
証
明
書
の
提
示

を
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
。

②
未
確
認
届
出
人
に
対
す
る
文
書
に

よ
る
通
知

も
し
届
出
人
が
身
分
証
明
書
を
持

参
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
窓
口
で

は
本
人
か
ど
う
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
届
出
人
に
対
し
て
、
届
出

が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
通

知
が
さ
れ
ま
す
。

こ
の
通
知
は
届
出
人
本
人
に
対
し

て
送
付
さ
れ
る
た
め
、
も
し
受
け
取

っ
た
人
に
心
当
た
り
が
な
い
こ
と
で

あ
れ
ば
、
早
く
気
が
付
く
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
後
の
処
理
も
速
や
か
に
で

き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
早
期
に
発
見
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
虚
偽
の
届
出
を

行
お
う
と
す
る
者
に
対
し
て
の
抑
止

効
果
と
な
り
、
未
然
防
止
策
と
も
な

り
得
ま
す
。

＊
対
象
と
な
る
届
出
の
種
類

創
設
的
届
出
（
届
け
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
効
力
の
発
生
す
る
届
出
）
の
う

ち
、
婚
姻
届
、
離
婚
届
、
養
子
縁
組

届
及
び
養
子
離
縁
届
が
こ
の
本
人
確

認
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
本
人
確
認
の
方
法

運
転
免
許
証
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
住
基

カ
ー
ド
等
の
官
公
署
の
発
行
し
て
い

る
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
に
よ
っ
て

本
人
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の

実
情
に
よ
り
、
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
そ
の
他
の
証
明
書
で

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
実
施
開
始
時
期

西
桂
町
で
は
、
平
成
16
年
１
月
１

日
か
ら
実
施
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

届
書
持
参
者
の
方
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
住
民
係

ま
で

い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

『
健
や
か
山
梨
21
推
進
会
議
』
に

お
い
て
西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会

が
団
体
の
部
で
県
知
事
表
彰
を
受
け
、

去
る
10
月
24
日
、
勝
俣
幸
夫
会
長
が

代
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
31
回

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

11
月
４
日
（火）
健
康
づ
く
り
の
つ
ど

い
が
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
３
歳
児
歯
科
優
良
児
33
名
・
献

血
10
回
以
上
の
協
力
者
２
名
・
献
血

協
力
企
業
２
社
の
各
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
食
生
活
推
進
員
会
の

「
健
康
に
関
す
る
食
事
調
査
の
結
果

報
告
」
と
愛
育
会
の
寸
劇
「
今
こ
そ
、

子
育
て
支
援
」
の
活
動
発
表
が
あ
り

と
て
も
好
評
で
し
た
。
テ
レ
ビ
時
代

劇
「
水
戸
黄
門
」
で
お
な
じ
み
の
高

橋
元
太
郎
先
生
に
よ
る
講
演
「
う
っ

か
り
八
兵
衛
の
『
元
気
』
に
な
る
話
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歌
あ
り
笑
い

あ
り
で
楽
し
い
時
間
で
し
た
。



１　期　　日 平成16年１月１日(木) 元旦
◎ 雨・雪の場合及びコース (道路) コンディション不良の時は中止

◎ 午前７時30分に防災無線により放送

２　受　　付 午前 ９時00分 …………… 西桂町ＹＬＯ会館前

３　開 会 式 午前 ９時30分 …………… 西桂町ＹＬＯ会館前

４　スタート 午前 10時00分

６　参加資格 小学生から一般まで健康な人なら誰でも参加できます。
（幼児の参加については、保護者の付き添いをお願い致します。）

７　参 加 賞 全員に参加賞・甘酒・麦茶・カルピスのサービスがあります。

８　そ の 他 ・飲酒しての参加を厳禁致します。
・各神社に縁のある記念スタンプを設置致しますので、走った記念に押してください。
・ゴールした後、神社等にちなんだやさしいクイズを行います。
走りながらよく観察してください。全問正解者には、賞品を差し上 げます。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

8

平
成
16
年
成
人
式
の
御
案
内

西
桂
町
で
は
平
成
16
年
成
人
式
を

以
下
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。

例
年
と
式
典
時
間
が
違
う
た
め
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
西
桂
町
に
住
民
登
録
し
て
い

な
い
方
で
、
成
人
式
に
参
加
し
た
い

方
は
、
大
至
急
教
育
委
員
会
ま
で
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
時

平
成
16
年
１
月
11
日

受
付

午
後
１
時

式
典

午
後
１
時
30
分

場
　
所

西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

問
合
せ
先

西
桂
町
教
育
委
員
会

（
担
当
・
小
川
）

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

期
　
日

平
成
16
年
１
月
24
日
（土）
〜

１
月
25
日
（日）
の
１
泊
２
日

場
　
所

栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

集
合
場
所

三
ツ
峠
駅

集
合
時
間

午
前
４
時

参

加

費

大
人(

中
学
生
以
上)

１
１
’
０
０
０
円

小
人
　
　
　
　
　
　
９
’
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
・
リ
フ
ト
代
等
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
員

40
名

※
募
集
人
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集

を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
15
年
12
月
15
日
〜

平
成
15
年
12
月
26
日
ま
で

記
入
用
紙
配
布
は
、
12
月
８
日
よ
り

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

社
会
体
育
担
当

藤
江

児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会
の

お
知
ら
せ

児
童
館
で
は
、
一
足
早
く
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
ク
ラ

ブ
や
音
楽
ク
ラ
ブ
の
発
表
、
だ
る
ま

ち
ゃ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
実
行
委
員
に
よ

る
ゲ
ー
ム
大
会
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
な
ど

の
、
楽
し
い
催
し
も
の
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
と
一
緒
に
、
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

と
　
き

12
月
13
日
(土)

時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
ま
で

場
　
所

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
　
１
階
和
室

対
　
象

幼
児
親
子
〜
小
学
３
年
生

（
定
員
１
０
０
名
）

参
加
費

一
人
１
０
０
円
（
子
ど
も
の
み
）

お
申
し
込
み

電
話
又
は
、
直
接
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

(
児
童
館
・
矢
光)

ひ
よ
こ
学
級
の
お
知
ら
せ

12
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。

日
　
時

12
月
19
日
（金）

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

場
　
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

内
　
容

２
・
３
歳
児
の
親
子
を
対

象
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し

ま
す
。

参
加
費

一
人
１
０
０
円
（
子
ど
も

の
み
）

お
申
し
込
み

電
話
又
は
、
直
接
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

（
児
童
館
・
矢
光
）

（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
・
遠
山
）

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

教
育
委
員
会

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

第21回 第21回 第21回 

５　コ ー ス
ＹＬＯ会館 ①諏訪八幡神社　　　②浅間神社　　　③白山神社　　　④厄神社　

⑤高尾神社　　　⑥山祗神社　　　⑦浅間諏訪神社　　　ＹＬＯ会館

約８.２ｋｍ

皆で楽し
く

走りまし
ょう



9

日
程
・
お
知
ら
せ

17日(水) 西桂町をきれいにする会 町　内 午前10時～11時30分

17日(水) 乳児健診 いきいき健康福祉センタ－ 午後1時30分～ 平成15年2･5･8月生

18日(木) 健康相談 いきいき健康福祉センタ－ 午前9時～12時

19日(金) ひよこ学級 いきいき健康福祉センタ－ 午前10時～12時

25日(木) 母子相談 いきいき健康福祉センタ－ 午前9時～12時

5日(月) 健康相談 いきいき健康福祉センタ－ 午前9時～12時

8日(木) 母子相談 いきいき健康福祉センタ－ 午前9時～12時

8日(木) すくすく１歳育児相談 いきいき健康福祉センター 午前10時～

13日(火) 西桂町をきれいにする会 町　内 午前10時～13時

14日(水) １歳6ｹ月児健診 いきいき健康福祉センタ－ 午後１時30分～ 平成14年4･5･6月生

15日(木) 健康相談 いきいき健康福祉センタ－ 午前9時～12時

15日(木) 絵本の読み聞かせ会 いきいき健康福祉センター 午前10時30分～

期　　　日　 行　　　　事 場　　　　所 時　　　　間 対　象　者

12月

１月

毎月第2・第4木曜日午前中　2階保健センターを母子の遊び場として開放して
います。

体操教室の継続として毎週月曜日の午前10時30分からビデオ及び講師を招い
て自主的に体操を行っています。月会費1,000円です。
身体が不調の方は、その改善に。健康な方は、健康増進のため健康体操をあな
たもしてみませんか。希望者は、月曜日にご参加下さい。

キッズサロン

健 康 体 操

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

11112222 月月月月・・・・1111 月月月月 日日日日 程程程程 表表表表

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

年
末
は
慌
た
だ
し
さ
に
加
え
、
交

通
量
が
増
加
す
る
た
め
、
例
年
、
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

特
に
、
日
没
の
時
間
が
早
く
な
る

こ
と
か
ら
、
夕
暮
れ
時
の
事
故
が
増

加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
た

め
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
多
く

な
り
ま
す
。

家
庭
で
の
話
し
合
い
や
地
域
ぐ
る

み
の
運
動
を
進
め
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

◇
運
動
期
間

12
月
１
日
（月）
〜
12
月
31
日
（水）

◇
運
動
の
重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
徹
底

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
絶
滅

⑤
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
及
び
暴
走

族
の
追
放

お
問
い
合
わ
せ
先

県
交
通
政
策
課

☎

０
５
５(

２
２
３)

１
３
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５(
２
２
３)

１
３
２
６

駐駐駐駐
在在在在
所所所所
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
し
く
独
立
や
開
業
を
目
指
す
方
々

や
、
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
皆
さ
ん

が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な
支
援
拠
点
と

し
て
、
創
業
や
経
営
革
新
の
た
め
の
相
談
、
弁

護
士
、
経
営
専
門
家
な
ど
に
よ
る
巡
回
移
動
相

談
、
ま
た
創
業
や
経
営
革
新
に
関
す
る
制
度
・

資
金
な
ど
情
報
提
供
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
、

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
こ
の
地
域
に
は
、

都
留
市
商
工
会
館
内
に
、
郡
内
地
域
中
小
企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

事
業
内
容
（
本
年
度
こ
れ
か
ら
の
事
業
）

１
窓
口
相
談

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
）
土
日
、
祝
祭

日
を
除
く
毎
日
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
弁
護
士
個
別
相
談
会

（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

12
月
16
日
（火）

都
留
市
商
工
会

２
月
５
日
（木）

富
士
吉
田
商
工
会
議
所

３
経
営
専
門
家
相
談
会

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

１
月
21
日
（水）

西
桂
町
商
工
会

４
個
別
相
談
会

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
移
動
相
談
室
）

12
月
10
日
（水）

５
専
門
家
派
遣
相
談
会

要
望
に
よ
り
、
弁
理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
し
ま

す
。

お
問
合
せ

☎
０
５
５
４(

45)

７
４
４
４

郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援

セ
ン
タ
ー
よ
り
お
し
ら
せ

地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は



赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
　
　
　

赤
い
羽
根
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

「
共
同
募
金
運
動
」
は
、
昭
和
22
年

か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
57
回
目
を
迎

え
ま
す
。

本
年
度
も
、
多
く
の
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ご
協
力
の
も
と
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
を
行
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
高
齢
者
・
障

害
者
施
設
、
保
育
所
、
子
ど
も
の
遊

び
場
な
ど
の
整
備
や
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
た
め
の
食
事
会
、
福

祉
運
動
会
な
ど
様
々
な
福
祉
事
業
に

使
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
「
募
金
」
は
、
あ
な
た

の
ま
ち
の
「
社
会
福
祉
」
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

今
年
も
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ

の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
運
動
期
間

12
月
31
日
ま
で

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」

◆
お
問
合
わ
せ
先

県
福
祉
保
健
総
務
課

☎
０
５
５(

２
２
３)

１
４
４
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
慢
性
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

10

画
に
よ
る
組
織
的
な
登
山
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
単
独
登
山
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
山

の
実
態
を
よ
く
調
べ
、
経
験
豊
富
な

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
パ
ー
テ
ィ
ー
を

組
み
、
余
裕
の
あ
る
計
画
の
も
と
に

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
早
立
ち
・
早
着
き
」
を
行
動
原

則
と
し
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、

天
候
が
崩
れ
た
場
合
は
引
き
返
す
勇

気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
登
山
計
画
書
の
提
出
を
励
行
し
て

く
だ
さ
い
。
登
山
前
に
学
校
、
勤
務

先
、
警
察
な
ど
へ
登
山
計
画
書
を
提

出
し
、
家
族
に
も
登
山
内
容
を
具
体

的
に
知
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
自
己
の
体
力
や
経
験
な
ど
を
過
信

せ
ず
、
健
康
診
断
や
事
前
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
万
全
な
体
調
で
入

山
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
自
己
責
任
」
と
「
自
力
救
助
」
の

意
識
を
持
ち
、
ル
ー
ル
を
守
っ
た
登

山
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し
て
、
無

線
機
や
携
帯
電
話
な
ど
を
必
ず
携
行

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
寒
冷
地
で
の
電
池
の
保
温

対
策
や
、
万
一
に
備
え
て
位
置
を
知

ら
せ
る
た
め
の
発
煙
筒
な
ど
の
携
行

も
大
切
で
す
。

お
問
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
地
域
課

☎
０
５
５(

２
３
５)

２
１
２
１
　

ま
た
は
、
目
的
の
山
岳
を
管
轄
す
る

警
察
署

う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
は
永
く
、
大
切
に
使
い
、

役
割
を
終
え
た
後
は
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
従
っ
て
、
家
電
製
品
の
販
売

店
な
ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

も
し
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
で
、
ご

み
収
集
所
や
山
林
な
ど
に
捨
て
た
場

合
は
「
５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

１
’
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」
と

い
う
重
い
罰
則
が
か
か
り
ま
す
。

◆
引
き
取
っ
て
も
ら
う
際
に
は

・
家
電
製
品
を
使
用
し
た
人
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
・
収
集
運
搬
料
金

を
負
担
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

県
環
境
活
動
推
進
課

☎
０
５
５(

２
２
３)

１
５
０
６

冬
山
の
山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
つ
い
て

冬
山
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
本
県
の

山
岳
に
は
、
多
く
の
登
山
愛
好
家
が

入
山
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

昨
年
12
月
か
ら
今
年
２
月
ま
で
の

冬
山
シ
ー
ズ
ン
中
、
遭
難
事
故
は
３

件
発
生
し
１
人
の
方
が
未
だ
に
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
冬
山
で
遭
難
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
万
全
な
装
備
を
準

備
す
る
と
と
も
に
、
積
雪
や
ア
イ
ス

バ
ー
ン
、
突
風
対
策
な
ど
し
っ
か
り

し
た
冬
山
登
山
技
術
を
身
に
つ
け
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
用
意
周
到
な
計

ザ
に
な
る
と
、
重
症
に
な
り
や
す
く
、

命
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
に

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
の
が
効
果

的
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今

年
海
外
で
流
行
し
たS

A
R
S

に
症
状

が
似
て
い
る
た
め
、S

A
R
S

の
診
断

を
迅
速
に
進
め
る
た
め
に
も
、
症
状

が
似
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
接
種
日
程

お
住
い
の
市
町

村
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

◆
そ
の
他

65
歳
以
上
、
ま
た
は
心

臓
な
ど
に
障
害
が
あ
る
60
歳
以
上

の
方
は
、
市
町
村
か
ら
接
種
費
用

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

県
健
康
増
進
課

☎
０
５
５(

２
２
３)

１
４
９
４

家
電
製
品
は
使
い
終
わ
っ
た
ら

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た

家
電
製
品(

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
・
洗
濯
機
）
の
部
品
や
材
料
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
で
、
資
源
の
有

効
利
用
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
家
電
製
品

は
、
販
売
店
な
ど
に
引
き
取
っ
て
も

ら
い
、
部
品
な
ど
を
再
利
用
す
る
よ

不
審
な
電
話
・
訪
問
・
手
紙
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

最
近
、
年
金
受
給
者
や
加
入
者
及

び
家
族
に
対
し
、
社
会
保
険
職
員
等

を
装
っ
て
詐
欺
行
為
や
個
人
情
報
の

収
集
を
さ
れ
た
と
い
う
被
害
が
出
て

い
ま
す
。

主
な
事
例

・
「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ
た
の

で
指
定
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
に
。

振
り
込
ま
な
い
場
合
は
次
回
の
年

金
払
い
を
停
止
す
る
。」

・
「
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
社
会
保

険
の
手
続
き
の
た
め
の
手
数
料
が

必
要
。」

県
内
に
お
い
て
も
、
家
族
の
勤
務

先
や
電
話
番
号
等
を
聞
き
出
す
不
審

電
話
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
上
記
以

外
の
手
口
も
あ
り
、
名
乗
る
架
空
の

名
称
は
様
々
で
す
。

社
会
保
険
庁
、
社
会
保
険
事
務
局

や
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
個
人
情

報
を
聞
き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
手
続
き
の
た
め
の
手
数
料
を

要
求
し
た
り
、
指
定
の
口
座
に
現
金

振
込
み
の
連
絡
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
と
思
え
る
も
の
に
は
、

答
え
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
願
い
ま

す
。
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、

直
ち
に
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

等
に
ご
連
絡
・
ご
確
認
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
先

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

☎
０
５
５
４(

22)

３
８
１
１



フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

11

祖父母の会
10月18日(土)  保育所にて祖父母の会を行ないま

した。おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に歌を
歌ったり、手遊びをしたりして楽しく過ごしまし
た。その後、祖父母の方には川辺修先生による幼
児をとりまく環境の大切さについての講演を聴い
ていただきました。普段、見られない孫達の園で
の姿に父母の方もとってもうれしそうでした。ご
参加ありがとうございました。

年長児稲こきに参加
10月20日(月) 年長児が寿クラブの皆さんの指導

のもと稲こきを体験しました。たわわに実った稲
穂に子ども達もうれしそう。「これがお米なの？」
と興味津々です。このお米は、12月６日(土) にもち
つきをしていただきます。子ども達もとっても楽し
みにしています。

未満児相談会開催
10月11日(土) 保育所にて未満児相談会が

行なわれました。日ごろの保育所での様子を

みていただいたり、親子レクリエーションを

して楽しく過ごすことができました。ご協力

ありがとうございました。

バドミントン大会
11月８日(土) 西桂中学校の体育館においてバドミ

ントン大会を行いました。はじめて挑戦した子ど

も、以前楽しんだことがある子どもと様々でした

が、どの子どもも友達と一緒に夢中になって楽し

み、体を動かすことの気持ちよさを満喫しました。

保 育 所

児 童 館児童館活動報告

押し花のしおり作り
去る10月25日(土) 自然散策で集めた落ち葉や

お花を使って、しおり作りを行いました。ピンセ
ットを使ってシートにはさむ細かい作業となりま
したが、とても集中して取り組む姿が見られまし
た。落ち葉やお花の他にも折り紙や布などを使って
工夫することで各自の個性が光る素敵なしおりとな
りました。



日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

12

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

倉
　
見
　
石

川

よ
し
江

雅
訓

倉
　
見
　
川

村

大

蔵

文
彦

下
暮
地
　
矢

嶋

公

也

正
志

平
成
15
年
10
月
届
出

男　 2, 4 1 7人 （ ＋ 2 ）

女　 2, 5 5 8人 （ － 3 ）

合計　4, 9 7 5人 （ － 1 ）

世帯　1, 4 6 5世帯（－ 3 ）

平成15年11月１日現在

人 口 世 帯 　

1 2 3 4 5 6

7  8 9 10 11 12 13  

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23天皇誕生日 24 25 26 27

28 29 30 31

●手話クラブ
am10:00～11:00 (児童館)

●音楽クラブ
am11:00～12:00 (児童館)

●クリスマスリース作り
pm1:30～ (児童館)

●もちつき (保育所)
●県下統一駅伝大会

●クリスマス会
pm1:30～4:00 (児童館)

●リサイクル資源回収
am7:00～8:00

●もちつき大会
am10:00～12:00 (児童館)
●学童クラブ保護者会清掃

pm2:00～ (児童館)

●寿・女性学級
合同閉級式
pm1:30～(YLO会館)

●ひよこ学級
●クリスマス会

am10:00～12:00
(いきいき健康福祉センター)

●学童クラブ
クリスマス会
pm1:30～ (児童館)

●小・中学校２学期
終業式

●しめ縄飾りづくり
昼の部 pm1:30～
夜の部 pm7:00～

(YLO会館)

●おりがみクラブ
pm3:30～4:30 (児童館)

●県下統一駅伝
競走大会

固 定 資 産 税　 第３期

12月の納税

行
事
予
定
・
人
の
う
ご
き

12 月行事予定表

●特設人権相談所
am10:00～pm13:00

(YLO会館)

お
め
で
た
（
誕
生
）

保
護
者

倉
　
見
　
古

屋

奏

実
　
　
幸
志

上
　
町
　
奥

脇

海

斗
　
　
治
雄

上
　
町

宮

下

虹

汰

正

下
暮
地
　
宮

下

瑠

唯
　
　
和
也

全
国
高
校
ラ
ク
ビ
ー
大
会
山
梨
県

予
選
で
優
勝
し
た
桂
高
校
ラ
ク
ビ
ー

部
の
代
表
が
11
月
18
日
役
場
を
訪
れ
、

優
勝
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
桂
高

校
ラ
ク
ビ
ー
部
は
、
12
月
27
日
か
ら

大
阪
・
花
園
ラ
ク
ビ
ー
場
で
開
幕
す

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

1月1日　町内一周神社初詣マラソン am 9:30～

1月11日 消防出初式 am 9:30～
成人式 pm 1:30～

決算期を目前に集合個別指導会開設のお知らせ
数名の記帳指導員が親切・丁寧に相談に応じます。

日 時 平成15年12月15日(月) 午前10時より午後３時
※ 正午から午後１時は昼休みです。

場 所 西桂町商工会　研修室
主 催 (社)大月青色申告会西桂支部

お問合せ先
☎0555-24-3616

桂高校ラグビー部が優勝報告 桂高校ラグビー部が優勝報告 桂高校ラグビー部が優勝報告 

桂川公園イルミネーション
pm5:00～pm9:00

●クリスマス会
(保育所)

●クリスマスフラワー
アレンジメント教室
昼の部 pm1:30～　
夜の部 pm7:30～ (YLO会館)


